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水稲の晩植栽培における稚苗用田植機の移植時期について

太　田

章

　1．緒　言

　水稲栽培における所要労力は，近年機械力の

利用により，年年短縮されつつあるが，中でも

移植作業の多労は依然大きな割合を占めている．

　これの解消手段として，移植作業そのものを

省いた型での栽培法として，水稲直播栽培が提

唱される一方，これまでの手植作業による移植

そのものの機械化を計った田植機の開発が試み

られ，その実用性は年年の改良によってさらに

確実なものとなってきている．

　1969年の本県における田植機利用面積は，

4，536haにおよび，導入機械台数は2，335台とな

り，前年の！，233台に比べ飛躍的に増加している，

この傾向は最近の農業情勢の目まぐるしい展開

や，労働力の不足とあいまって．さらに助長さ

れるものと予想される．

　本県に導入された田植機の大部分は土付稚苗

用機種によって占められ，今後もこのような導

入推移をとるものと思われる．

　県南の水稲栽培地帯は，水利慣行，二毛作田

等の関係で，いわゆる晩植栽培地帯であるが，

このような地帯でも，田植機利用の機運が高ま

りつつあるので，これら実状に対応すべく利用

に関する研究について1968年より着手した．

　土付稚苗の栽培上の特色については，活着が

よく，分けつ旺盛で徳数が多く，穂は短小化す

ることが指摘され，きわめて穂数依存の高い収

量構成になることであり，また出穂，成熟は同

一移植期のばあい成苗よりもおくれる等の特異
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な生育を示すことが明らがにされているが，

3）とくに晩植地帯にあってこれの利用にあた

り，移植時期による出穂遅延および減収程度を

把握する必要があると考え，更68」69年の2ケ

年間移植時期試験を試みた結果，晩植限界につ

いての一応の成果がえられたので報告する．

　試験実施ならびに本稿とりまとめにあたり．

有益な御助言をいただいた加藤昭分場長に感謝

の意を表する．

　H．試験方法

　試験は佐野分場内水田で実施した．土壌は灰

色土壌粘土型の乾田で，地下水位は比較的高い

が排水は良好である．

　供試品種は両年とも中生種クサブエを用い．

移植時期は6月10日を標準として，6月20日，

7月1日（2年目は6月30日），7月10日の4時

期とし，初年目は15日苗および25日苗で1区面

積91，5�uの2区制とした．2年目は20日苗のみ

を用い．1区54�uの2区制で実施した．

　育苗方法は種子消毒後，風呂湯浸法により，

催芽した種子を育苗箱1枚当たり乾籾で230g

の割では種した．育苗器はカンリユウ式電熱育

苗器を用いて育苗した．．育苗中の温度管理は，

は種後2昼夜32℃とし，3日目は25℃にて経過

させ，4日目は育苗器より取り出し，室内にて

緑化を計り5日目から所定の育苗期間露地育苗

とした．水分の補給は．朝夕各1回かん水を原

則として，天候条件によって適宜実施したが，

極端な乾燥はさけることに努めた．

　育苗の施肥量は．育苗箱1枚あてN1．3g，P2

052．O　g，K203．Ogとし，硫安，過石，塩加を

用い，は種7日前は種用土に混入した．
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